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令和5年度　子ども議会

令和6年度　子ども議会

そ
の
後

Q

そ
の
後

Q

?

?

そ
の
後

Q

そ
の
後

Q

社会教育センターのアリーナは、安
全確保や備品管理、熱中症対策な
ど、様々な課題があり、現時点では一
般開放は困難である。なかよし山（豊
山小学校）は、学校と協議した結
果、安全面などを考慮し、再開は困
難との結果となった。

公園は狭く、おにごっこができない。
友だちと楽しく遊ぶために、社教セ
ンターを無料開放してはどうか。ま
た、なかよし山で遊びたい。

小学校プールは、維持管理や老朽化
対策に多額の費用が必要となる。ま
た、令和8年度から水泳授業を民間
委託し、小学校プールを使用しない
予定であることから、一般開放は考
えていない。

スカイプールで遊べなくなってしま
う。プールがすごく好きな人がいっぱ
いいる。小中学校のプールを開放し
てはどうか。

令和７年度から、子ども会のない地
区の児童も参加できるよう「校区単
位子ども会」を設置した。地区単位子
ども会は、これまでどおりである。
校区単位子ども会の入会希望者は、
子ども応援課まで
TEL.0568-28-0936

家庭の理由で子ども会に入れない児童
がいる。入会できる方法はないのか。

令和8年度の防災訓練から、卒業生
にも案内を送付する予定である。ぜ
ひ、参加して欲しい。

子ども消防クラブの卒業後の活動は
考えているか。

どうなったどうなった

子ども議会や模擬議会でいただいた質問の「その後」について、まとめました。
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わたしたちの提案

令和7年度　模擬議会

そ
の
後

Q

そ
の
後

Q

令和7年度から、トイレの混雑緩和を
目的として、３階特別教室側のトイレ
を開放した。

中学校のトイレは、1フロアに1カ所し
かないため、とても混雑している。
現在、施錠されて使えないトイレを開
放できないか。 制服の袖まくりは、令和８年度から自

由としている。体操服登校は、例年ど
おり期末テスト後から体育大会まで
実施する予定である。実施期間につ
いては、今後の気温や気候の状況を
みながら判断していく。

最近は、暑さや寒さが不規則で、５月
頃から熱中症のリスクがある。制服
の袖まくりなど、校則を見直せない
か。また、自分たちの好きなタイミン
グで体操服登校ができるようになら
ないか。

令和8年度は令和8年度は

テーマ別グループ討議、発表（YouTube配信）

身近なテーマについて考え、意見を出し合い、
議場で発表を行います。

1100日（月）午後1：30～日（月）午後1：30～

事前研修、テーマ別グループ討議
88月月66日（木）午後1：30～日（木）午後1：30～

みらい議会みらい議会みらい議会

ぜひ、傍聴やYouTubeでご覧ください。ぜひ、傍聴やYouTubeでご覧ください。

子どもたちで考える町づくり子どもたちで考える町づくり
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6月6日、町子ども会連絡協議会「だい
たい40年記念行事」が行われました。
131人が、前半は綱引きや玉入れを楽し
み、後半は願いを込めて七夕の短冊を書
き、飾りつけを行いました。

1年通して
　　大運動会

今年は
アジパラもあるよ！

第1回大会
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11月開催予定

議会と
話そう!

議会報告会

意見交換会

多くの皆さまのご参加を心よりお待ちしております!

皆さまの声が、
これからの町づくりや

議会の活動に
つながります!

町をもっと
よくしたいと考えている方

議員と直接
話してみたい方

議会って何をしているのか
知りたい方

などなど…

防災・防犯
対策は?

交通や道路の安全は?

 地域の活性化
どうする?

高齢者の
暮らしは?

子育て・教育の
支援は?

こんな方のご参加をお待ちしています!

総務文教委員会
福祉建設委員会
議会運営委員会
広報編集委員会

議会の活動報告

2部構成で実施します!

あなたの声を、町の未来へ

豊山町議会豊山町議会
住民懇談会を
開催します!

議会の取り組みを
分かりやすくお伝えし、
皆さまのご意見や
ご提案をお聞きします。

町のこと、議会のこと、日頃感じていることや気になることなど
一緒に話し合いませんか?どなたでもお気軽にご参加ください。 日時

対象

テーマ

豊山町在住·在勤の方

町政全般・議会への
ご意見など

会場など詳細は決まり次第お知らせします

議員がファシリテーターとなり、皆さまのご意見をしっかり伺います!

議会のしくみや各委員会
の活動内容、これまでの取
り組みや今後の課題につ
いて、分かりやすくご報告
します。

少人数のグループに分
かれ、自由に意見交換
を行います。町のこと、
議会のことなど、どん
なことでもお話しくだ
さい。

1部
第

2部
第
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!!

定例会で審議された議案や事業をピックアップ
して、その中身や質疑を詳しく説明します

ピック アップ

議案 PICK  UP

●令和８年第２回臨時会（５月）

●令和８年第２回定例会（６月）

番　号 議　案 審議結果

議長は議決には加わりません　太字は次項に掲載しています

番　号 議　案 審議結果

傷病のため１名欠席（坂田芳郎議員）

承認第2号

議案第30号

議案第31号

議案第32号

議案第33号

議案第34号

全員賛成承認

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

税条例の一部改正の専決処分

工事請負契約の締結（臨空第2公園整備等事業の内　地下調整池整備工
事　その2　週休2日）

工事請負契約の締結（豊山中学校改修　体育館空調設備等工事）

工事請負契約の締結（社会教育センター改修　内壁工事）

行政組織改正に伴う関係条例の整備に関する条例の制定

令和8年度一般会計補正予算（第1号）　

工事請負契約の締結（下水道工事　その1　週休2日）

農業委員会委員（岡島　真二）の任命

農業委員会委員（柴田　眞澄）の任命

農業委員会委員（秋田　秀機）の任命

農業委員会委員（河村　博務）の任命

農業委員会委員（坪井　敏行）の任命

農業委員会委員（大野　和彦）の任命

農業委員会委員（大口　悦美）の任命

特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定

税条例の一部改正

都市計画税条例の一部改正

消防団員等公務災害補償条例の一部改正

令和8年度一般会計補正予算（第2号）

議案第35号

議案第36号

議案第37号

議案第38号

議案第39号

議案第40号

議案第41号

議案第42号

議案第43号

議案第44号

議案第45号

議案第46号

議案第47号

全員賛成可決

全員賛成同意

全員賛成同意

全員賛成同意

全員賛成同意

全員賛成同意

全員賛成同意

全員賛成同意

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決
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令和８年度一般会計補正予算（第１号）議 案
第３４号

新栄学習等供用施設の空調機器実施設計 337万円

冨士保育園空調機器のリース 737万円

Q

A

故障した空調機器の使用年数などは。
故障原因と今後の対応は。

平成17年度に設置し、使用年数は20
年である。故障要因は、機器の経年劣
化によるものと考えている。　
今後も故障が発生した場合は、随時
修繕を行うことを基本とする。
古いもので修繕ができないものは順
次更新していくことを検討していきた
い。

Q

A

空調機器の更新をリースとした理由は。

購入とリースの両面から検討した。
機器の調達時期や設置時期、費用な
どを比較した結果、リース方式を採用
した。
今後は施設の方向性を踏まえなが
ら、設備更新の方法について検討して
いく。

Q

A 2月16日に異常停止し、翌日の点検で
室外機の不具合と判明した。
修理部品の供給が終了しており、修
繕による継続使用が困難な状況であ
った。そのため、代替手法の検討や現
地調査、保育をしながらの施工調整な
どを進めた結果、この時期での提出
となった。

空調機器の故障はいつ把握したか。
なぜ、5月の補正予算提出なのか。
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Q

A
条例制定の概要は。
「こども誰でも通園制度」を実施するため、事業者が給
付費を受ける際に必要となる基準を定める条例である。
利用定員や事業運営、会計処理などのルールを定め、町
が事業者を確認する際の基準とする。

こども誰でも通園制度の運営基準を制定議 案
第４３号

Q

A

家屋・償却資産の免税点引き上げの背景と町税への影響
額は。
背景は継続的な物価上昇への対応である。
税への影響は、令和８年度ベースで試算すると、償却資
産は約６０万円の減収、家屋は約２０万円の減収見込み
である。

Q

A
特定暗号資産についての改正内容は。
課税方法が総合課税から分離課税に見直しされる。変更
点は、税率の変更、損失の繰越控除が可能となる。

税条例の一部改正議 案
第４４号

Q

A

教育長の掲げる道徳教育の推進や思いやりを育む取り
組みの中での位置づけは。また、どのような成果を
期待し、今後の学校教育に活かしていくのか。

道徳教育は、思いやりの心や生命尊重、規範意識など道
徳性を育成する教育である。相手の立場を理解し、尊重
しながら行動することにつながる。児童生徒にとって安
心・安全な教育環境の充実を目指す。今後は、町内の教
職員が授業を参観したり、教務主任会などで成果物を共
有し、道徳教育の推進につなげていく。

令和８年度一般会計補正予算（第2号）議 案
第４７号

・県からの委託事業として豊山小学校で実施

25万円道徳教育の推進　

8とよやま議会だよりNO.177　令和８年８月１日
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今
後
の
Ｄ
Ｘ
化
は

　
　
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
室
を
無
く
し
、
人
事

　
　
秘
書
課
を
新
設
さ
れ
た
。Ｄ
Ｘ
よ
り
も

何
か
し
た
い
こ
と
が
あ
る
の
か
。

　
　
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
室
を
企
画
課
に
統
合

　
　
し
た
の
は
、Ｄ
Ｘ
の
推
進
を
政
策
立
案

と
一
体
に
推
進
す
る
た
め
で
あ
る
。
引
き
続

き
、
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
加
速

な
ど
着
実
に
Ｄ
Ｘ
の
推
進
を
図
る
。

生
命
の
安
全
教
育
を

子
ど
も
を
取
り
巻
く
性
と
暴
力
の
構
造

が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
正
し
く
学
ん

で
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
、
学
校
で
は

十
分
に
扱
わ
れ
な
い
、
家
庭
で
も
話
さ
れ
な

い
と
い
う
声
が
あ
る
。
文
科
省
は
外
部
講
師

な
ど
で
「
生
命
の
安
全
教
育
」
を
発
達
段
階

に
応
じ
て
実
施
す
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
る
。

豊
山
町
も
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
現
在
、
中
学
校
で
は
助
産
師
を
招
い
た

　
　
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
、
性
に
関
す
る
正

し
い
知
識
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
自
他
を

尊
重
す
る
態
度
を
育
成
し
て
い
る
。
今
後

は
、
各
学
校
の
実
態
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
効

果
的
な
実
施
方
法
を
検
討
す
る
。

　掲載している内容は質問者自身
が要約し、広報編集委員会が校正
したものです。議事録は、9月上旬
に町ホームページに掲載します。

6月定例会・一般質問

給
食
無
償
化
を
全
て
の
子
ど
も
た
ち
へ

学
校
給
食
無
償
化
は
大
変
意
義
の
あ
る

施
策
で
あ
る
が
、
不
登
校
児
童
は
、
学

校
給
食
を
利
用
出
来
ず
制
度
の
恩
恵
を
受
け

に
く
い
。
こ
の
点
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

て
い
る
か
。

小
学
校
の
不
登
校
児
童
は
学
校
給
食
を

食
し
て
い
な
い
た
め
、
負
担
軽
減
制
度

の
恩
恵
を
受
け
に
く
い
状
況
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
現
在
、
非
喫
食
者
へ
の
支
援
を

適
切
に
対
応
す
べ
く
、
平
等
性
の
観
点
か
ら

そ
の
方
向
性
を
検
討
し
て
い
る
。

IWAMURA Miyuki

性被害、性暴力の低年齢化が懸
念される。外部講師を招いた安
全教育を望む。

岩村　みゆき 議員

一
般
質
問

一
般
質
問
は
、
議
員
が
町
政
全
般
に
つ
い
て

現
状
や
方
針
を
問
う
も
の
で
す

1
人
あ
た
り
の
持
ち
時
間
は
答
弁
を
含
め
て

60
分
で
す

町
政
を
問
う
！

6月8日
9人の議員が質問

インターネット
中継はコチラから
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町
と
し
て
自
治
会
が
抱
え
る
状
況
に
つ

　
　
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
自
治
会
は
、
防
災
・
防
犯
、
環
境
保
全
、

　
　
福
祉
活
動
な
ど
極
め
て
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
加
入
を

義
務
付
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

引
き
続
き
自
治
会
活
性
化
の
啓
発
や
役
員
負

担
軽
減
な
ど
支
援
す
る
。

　
　
令
和
４
年
６
月
か
ら
課
長
級
職
員
を
自

　
　
治
会
に
派
遣
し
て
い
る
。
成
果
は
何
か
。

　
　
取
り
組
み
を
地
区
カ
ル
テ
と
し
て
作
成

　
　
し
、
各
地
区
の
情
報
の
見
え
る
化
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
が
、
課
題
の
根
本
的
な
解

決
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
今
後
は
、
把
握
し

た
状
況
を
基
に
、
そ
の
原
因
に
対
す
る
施
策

の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
町
長
は
現
在
、
自
治
会
を
ど
の
よ
う
に

　
　
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
公
約
で
あ
る「
と
よ
や
ま
再
生
」に
は
、

　
　
自
治
会
は
不
可
欠
な
組
織
で
あ
る
。
自

治
会
の
活
性
化
の
た
め
、
魅
力
発
信
や
啓

発
、
加
入
促
進
、
地

区
担
当
制
度
に
よ
る

地
域
と
町
の
連
携
強

化
に
努
め
て
い
く
。

今
後
の
自
治
会
は

令
和
６
年
の
第
２
回
定
例
会
で
質
問
し
た

が
前
町
長
は
、
令
和
４
年
６
月
よ
り
自
治
会

活
動
の
状
況
を
把
握
す
る
取
り
組
み
を
始
め

た
。
服
部
町
長
は
、
令
和
６
年
11
月
20
日
に

町
長
就
任
後
も
、
同
様
の
取
り
組
み
を
続
け

て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
令
和
６
年
３
月
現
在
で
46·

２３
％
で
あ

　
　
っ
た
加
入
率
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
か
。

増
減
の
具
体
的
な
要
因
は
何
か
。

　
　
加
入
率
は
、
令
和
８
年
３
月
現
在
で

　
　
４０·

９２
％
で
あ
り
、
５·

31
ポ
イ
ン
ト

低
下
し
て
い
る
。
町
民
意
識
調
査
の
結
果
に

よ
る
と
、
未
加
入
の
主
な
理
由
は
、
時
間
的

制
約
、
役
員
負
担
へ
の
懸
念
、
近
所
付
き
合

い
の
煩
雑
さ
な
ど
が
上
位
を
占
め
て
い
る
。

　
　

臨
空
第
２
公
園
の
今
後
の
在
り
方
は　

数
回
に
わ
た
る
一
般
質
問
の
中
で
、
過
去

の
災
害
時
の
事
例
や
避
難
者
数
の
根
拠
の
曖

昧
性
を
示
し
臨
空
第
２
公
園
の
不
必
要
性
を

述
べ
て
き
た
。
先
般
の
質
問
で
は
、
臨
空
第

２
公
園
用
地
を
埋
め
立
て
た
時
点
で
ス
ト
ッ

プ
し
て
は
ど
う
か
と
質
問
を
し
た
が
、
ス
ト

ッ
プ
し
た
後
の
用
地
を
今
後
ど
う
す
る
か
で

あ
る
。時

期
を
見
て
、
都
市
計
画
決
定
を
覆
し
、

　
　
工
業
団
地
に
し
た
ほ
う
が
ベ
ス
ト
と
思

う
が
ど
う
か
。
８
月
ご
ろ
に
検
討
さ
れ
る
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
見
直
し
の
中
で

十
分
検
討
し
て
頂
き
た
い
が
当
局
の
見
解
を

伺
う
。

　
　
都
市
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
国

　
　
や
県
、
町
の
都
市
計
画
審
議
会
な
ど
、

様
々
な
関
係
機
関
と
の
合
意
が
必
要
で
あ
る
。

現
在
、
当
初
の
都
市
計
画
決
定
の
目
的
や
内

容
に
特
段
の
変
更
が
生
じ
て
い
な
い
状
況
で

あ
り
、
合
意
を
得
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で

あ
る
と
判
断
を
し
て
い
る
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
つ
い
て

は
、
各
施
設
の
現
状
を
十
分
に
考
慮
し
た
う

え
で
、
そ
の
施
設
が
、
今
後
必
要
な
の
か
、

ど
の
よ
う
に
使
用
す
る
か
な
ど
、
公
共
施
設

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
全
庁
的
な
視
点
で
検

討
し
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
見
直

し
を
進
め
て
い
く
。

調整池建設中

OGUCHI Shiro

自治会の現状と将来像につい
て、町の考え方と関わり方は
如何に。

大口　司郎 議員

KUMAZAWA Naoki

臨空第2公園は事業をストップ
し、時期を見て都市計画決定
を覆し、工業団地がベスト。

熊沢　直紀 議員
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SAKATA Yoshio

一人暮らし高齢者の孤立防止と
日常生活支援や緊急時における
安否確認体制を求める。

坂田　芳郎 議員

次
期
介
護
保
険
事
業
計
画
は

　
　
人
事
異
動
に
よ
る
体
制
変
更
の
中
で
次

　
　
期
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
は
、
議
論

経
過
の
引
き
継
ぎ
な
ど
、
ど
の
よ
う
に
し
て

質
を
担
保
し
て
い
く
か
。

　
　
現
在
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
内
容
や
議
論

　
　
の
経
過
な
ど
踏
ま
え
、
地
域
課
題
の
把

握
や
整
理
を
進
め
て
い
る
。
今
後
は
こ
れ
ま

で
の
議
論
の
積
み
重
ね
を
十
分
活
か
し
、
実

効
性
の
高
い
計
画
策
定
に
取
り
組
む
。

　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析
結
果
は
、
次
期
計

　
　
画
へ
ど
の
よ
う
に
反
映
し
て
い
く
か
。

　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
、

　
　
要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
た
方
な

ど
を
対
象
に
実
施
し
た
。
要
介
護
３
以
上
の

方
の
割
合
が
、
全
国
や
県
平
均
よ
り
高
く
、

要
介
護
２
以
下
の
方
の
割
合
が
低
い
状
況
に

あ
る
。
今
後
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
需
要
や
介
護

給
付
費
が
増
加
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

策
定
に
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

本
町
の
実
情
に
即
し
た
施
策
を
検
討
し
、
高

齢
者
の
方
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
計
画
に
な
る
よ
う
取
り
組
む
。

　
　
計
画
の
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
な

　
　
っ
て
い
る
か
。

　
　
令
和
８
年
度
の
高
齢
者
保
健
福
祉
審
議

　
　
会
は
７
月
頃
、
10
月
頃
、
12
月
頃
、
２

月
頃
の
合
計
４
回
を
計
画
し
て
い
る
。

議
会
へ
は
、
基
本
的
な
方
向
性
が
整
理
さ

れ
た
段
階
で
説
明
会
を
設
け
る
。

　
　
次
期
計
画
に
対
す
る
責
任
と
考
え
は
ど

　
　
う
か
。

　
　
介
護
予
防
や
重
度
化
防
止
、
さ
ら
に
は

　
　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
。

　
高
齢
者
の
方
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
地
域
づ
く
り
の
実
現
に
責
任
を
持
っ
て

取
り
組
む
。

OKAJIMA Masanobu

第10次介護保険事業計画は、
地域の実情を的確に把握し、実
効性の高い計画策定を求める。

岡島　政信 議員

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
見
守
り
体
制
は

　
　
現
在
の
見
守
り
体
制
に
つ
い
て
、
今
後

　
　
も
持
続
可
能
と
考
え
て
い
る
の
か
。
町

と
し
て
ど
の
よ
う
な
課
題
認
識
を
持
っ
て
い

る
の
か
伺
う
。

　
　
本
町
で
は
、
見
守
り
協
定
事
業
者
と
の

　
　
連
携
、
緊
急
通
報
用
福
祉
電
話
の
貸
与
、

配
食
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
安
否
確
認
、
ひ
と
り

暮
ら
し
高
齢
者
等
登
録
事
業
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
相
談
や
訪
問
な
ど
を
通

じ
て
見
守
り
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
地
域
と
つ
な
が
り
が
少
な
い
高

齢
者
も
含
め
、
支
援
が
必
要
な
方
を
早
期
に

把
握
し
、
適
切
な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
支
援
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
高
齢
者
に

　
　
つ
い
て
、
緊
急
時
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
く
考
え
な
の
か
。
さ
ら
に
、
現
在
の
安

否
確
認
体
制
に
つ
い
て
、
実
際
の
緊
急
時
や

大
規
模
災
害
時
に
も
十
分
機
能
す
る
と
考
え

て
い
る
の
か
。
現
時
点
で
ど
の
よ
う
な
課
題

認
識
を
持
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

支
援
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
方
に
つ
い

　
　
て
は
、
令
和
６
年
度
に
訪
問
調
査
を
実

施
し
生
活
実
態
の
把
握
に
努
め
た
。
ま
た
、

令
和
７
年
度
に
は
保
健
師
に
よ
る
戸
別
訪
問

対
象
者
を
拡
大
し
、
令
和
８
年
３
月
か
ら
積

極
的
な
支
援
を
開
始
し
て
い
る
。

緊
急
時
や
大
規
模
災
害
時
に
は
、
平
時
と

同
様
の
安
否
確
認
が
困
難
と
な
る
こ
と
も
想

定
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
平
時
か
ら
高
齢
者

の
状
況
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
関
係
機

関
や
民
間
事
業
者
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
な
ど
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
見
守
り

体
制
の
充
実
に
努
め
る
。

相談はあおぞらへ
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社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
の
図
書
室
や
会
議

室
を
活
用
し
て
、
自
習
ス
ペ
ー
ス
の
拡　
　

充
や
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
有
効
活
用
を
検
討
で

き
な
い
か
。

場
所
の
確
保
や
利
用
者
の
見
守
り
体
制

を
含
め
、
自
習
ス
ペ
ー
ス
の
拡
充
に
つ　
　

い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
児
童
遊
園
の
ボ
ー
ル
遊
び
に
つ
い
て
、　　

　
　
時
間
帯
や
場
所
、
種
目
を
限
定
し
た　
　

試
行
的
な
ル
ー
ル
緩
和
を
検
討
で
き
な
い
か
。

今
後
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
学
校
プ
ー
ル
に
つ
い
て
、
地
域
協
力
や　
　

　
　
安
全
管
理
体
制
を
前
提
に
、
期
間
限
定　
　

の
一
般
開
放
を
検
討
で
き
な
い
か
。

一
般
開
放
は
考
え
て
い
な
い
。

SAKUNO Keiko

限られた財源だからこそ、検討
段階から当事者の声を聞き、優
先順位を判断すべきでは。

作野　桂子 議員

町
民
の
声
を
行
動
に
つ
な
げ
る
べ
き
で
は

厳
し
い
財
政
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
今
あ
る　

公
共
施
設
や
地
域
資
源
を
町
民
の
暮
ら
し
に　

ど
う
活
か
し
て
い
く
の
か
、
そ
の
視
点
を
町　

政
運
営
の
中
心
に
置
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
「
で
き
な
い
理
由
」
を
並
べ
る
の
で
は

な
く
「
ど
う
す
れ
ば
安
全
に
利
用
で
き
る
の

か
」
を
考
え
る
姿
勢
が
重
要
で
あ
る
。

　
　
子
ど
も
た
ち
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
ボ　

　
　
ー
ル
遊
び
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
開
放
、
勉
強　

ス
ペ
ー
ス
、
プ
ー
ル
利
用
な
ど
の
要
望
や
、　

子
育
て
ア
ン
ケ
ー
ト
に
見
ら
れ
る
遊
び
場
不　

足
な
ど
の
声
を
、
町
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止　

め
て
い
る
の
か
。

　
　
子
ど
も
や
保
護
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い　

　
　
る
声
に
つ
い
て
は
、
重
く
受
け
止
め
て

お
り
、
一
定
の
課
題
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

IWASHITA Tatsuya

子どもたちの願いに寄り添い、
その声を大切にする町政であっ
てほしい。

岩下　竜也 議員

熱
中
症
対
策
の
推
進
を

登
下
校
時
の
熱
中
症
対
策
や
ト
イ
レ
利

　
　
用
の
た
め
、
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

や
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
、
協
力
店
舗
を
活

用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
へ
協
力
依
頼
や

　
　
コ
ン
ビ
ニ
、
事
業
所
の
拡
大
を
進
め
、

安
心
し
て
登
下
校
で
き
る
環
境
を
作
り
た
い
。

　
　
ネ
ッ
ク
ク
ー
ラ
ー
な
ど
を
冷
や
す
た
め

　
　
学
校
内
に
冷
凍
庫
な
ど
を
設
置
し
て
は

ど
う
か
。
ま
た
、
置
き
勉
を
含
め
た
通
学
時

の
負
担
軽
減
策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
冷
凍
庫
の
設
置
は
、
学
校
の
実
情
や
運

　
　
用
面
、
安
全
面
、
教
員
の
負
担
と
な
ら

な
い
よ
う
、
調
整
を
進
め
る
。
置
き
勉
は
通

学
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
た
め
、
学
校
と

連
携
し
、
適
切
に
対
応
す
る
。

透
明
性
の
あ
る
情
報
公
開
と
は

透
明
性
の
あ
る
行
政
運
営
を
実
現
す
る

た
め
、
ス
カ
イ
プ
ー
ル
に
関
す
る
検
討

過
程
は
何
が
改
善
さ
れ
た
の
か
。

　
　
再
開
に
向
け
た
収
支
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

　
　
ン
を
検
討
を
し
て
い
た
が
、
小
学
校
の

水
泳
授
業
を
民
間
委
託
す
る
こ
と
に
な
り
、

議
会
に
示
せ
て
い
な
い
。
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
も
、
運
営
方
法
な
ど
の
方
向
性
が
定
ま

ら
ず
、
開
催
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
　
現
時
点
で
は
再
開
方
針
が
確
定
し
て
い

　
　
る
わ
け
で
は
な
く
、
再
開
・
休
止
・
廃

止
を
含
め
て
検
討
し
て
い
る
の
か
。

　
　
公
共
施
設
全
体
の
在
り
方
に
つ
い
て
熟

　
　
慮
を
重
ね
て
い
る
。

　
　
町
長
の
発
言
に一喜一憂
し
て
い
る
子
ど

　
　
も
た
ち
の
た
め
に
も
早
く
「
方
向
性
」

を
示
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

現
時
点
で
、
具
体
的
に
言
え
る
こ
と
が

な
い
。
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OKAJIMA Tsuyoshi

安全な通行と利便性の改善につ
ながる町道の交通規制の見直し
を望む。

岡島　剛 議員

子
ど
も
の
命
を
守
る
防
火
・
防
災
対
策
は

　
　
保
育
園
や
学
校
で
火
災
が
発
生
し
た
際
、

　
　
命
を
守
る
体
制
は
十
分
か
。

保
育
園
で
は
園
長
、
学
校
で
は
資
格
を

持
つ
職
員
を
防
火
管
理
者
と
し
、
消
防

設
備
の
定
期
点
検
を
実
施
し
て
い
る
。

実
際
の
災
害
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
は

行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

学
校
で
は
登
校
直
後
や
放
課
な
ど
様
々

な
場
面
を
想
定
し
て
訓
練
し
て
い
る
。

保
育
園
で
も
給
食
や
お
昼
寝
中
な
ど
を
想
定

し
た
訓
練
を
毎
月
行
っ
て
い
る
。

火
災
発
生
時
に
職
員
が
適
切
に
対
応
で

き
る
体
制
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
消
防
署
と
連
携
し
た
訓
練
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
研

　
　
修
を
実
施
し
て
い
る
。
学
校
で
は
消
火

器
を
使
用
し
た
訓
練
は
未
実
施
で
あ
り
、
今

後
は
よ
り
実
践
的
な
訓
練
を
進
め
る
。

老
朽
化
し
た
防
火
設
備
は
適
切
に
管
理

さ
れ
て
い
る
の
か
。

定
期
点
検
や
日
常
点
検
に
よ
り
状
況
を

把
握
し
、
不
具
合
が
あ
れ
ば
修
繕
や
更

新
を
行
っ
て
い
る
。

側
溝
清
掃
の
地
域
負
担
軽
減
を
求
め
る

高
齢
化
や
担
い
手
不
足
に
よ
り
、
地
域

の
負
担
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
。

町
も
自
治
会
加
入
者
の
減
少
や
高
齢
化

に
よ
る
負
担
増
を
認
識
し
て
い
る
。

町
と
し
て
負
担
軽
減
に
取
り
組
む
考
え

は
あ
る
の
か
。

　
　
現
在
は
資
器
材
の
貸
出
し
を
行
っ
て
い

　
　
る
。
今
後
は
各
地
区
の
実
情
を
把
握

し
、
他
自
治
体
の
事
例
も
参
考
に
し
な
が
ら

支
援
策
を
調
査
研
究
す
る
。

MIZUNO Akira

子どもの安全確保と地域負担の
軽減に向けた取り組みを求める。

水野　晃 議員

ど
の
よ
う
な
行
政
運
営
を
目
指
す
の
か

　
令
和
８
年
４
月
か
ら
、
人
事
秘
書
課
の
新
設
、

企
画
課
と
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
室
の
統
合
、
ま

ち
づ
く
り
推
進
課
と
防
災
拠
点
推
進
室
が
統

合
し
組
織
再
編
が
実
施
さ
れ
た
。

今
回
の
組
織
再
編
を
通
じ
て
、
町
と
し

て
何
を
最
優
先
課
題
と
位
置
付
け
、
ど

こ
に
人
的
・
財
政
的
資
源
を
重
点
配
分
し
て

い
く
の
か
。
ま
た
、
町
長
と
し
て
、
今
後
ど

の
よ
う
な
行
政
運
営
を
目
指
し
て
い
る
の
か
。

限
ら
れ
た
人
材
と
財
源
の
中
で
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
推
進
し
、
向
上
さ
せ
る
こ

と
が
目
的
で
あ
る
。
防
災
拠
点
・
Ｄ
Ｘ
推
進

に
つ
い
て
は
、
一
定
の
状
況
が
見
え
て
き
た

の
で
、
今
後
は
機
能
を
損
ね
る
こ
と
な
く
事

業
を
進
め
て
い
く
。
よ
り
効
率
的
で
や
り
や

す
い
組
織
に
変
更
し
た
と
思
っ
て
い
る
。

交
通
実
態
調
査
を
行
っ
て
い
る
の
か

町
道
の
交
通
規
制
見
直
し
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
の
答
弁
で
は
「
地
域
要
望
が
ま
と
ま

れ
ば
公
安
委
員
会
が
判
断
す
る
」
と
い
う
受

け
身
の
姿
勢
が
中
心
で
あ
っ
た
。

　
　
交
通
環
境
変
化
に
よ
り
生
活
・
事
業
活

　
　
動
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
箇
所
に
つ
い

て
、
町
と
し
て
実
態
調
査
や
課
題
整
理
を
行

っ
て
い
る
の
か
。

交
通
規
制
は
、
町
の
所
管
事
項
で
は
な

く
、
実
態
調
査
な
ど
は
行
っ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
交
通
規
制
の
目
的
は
、
歩
行
者
の

安
全
確
保
や
生
活
環
境
の
改
善
で
あ
る
。

規
制
の
見
直
し
は
沿
線
住
民
の
方
々
の
合

意
が
必
要
と
な
る
の
で
、
関
係
機
関
と
の
協

議
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

長過ぎる規制の見直しを

豊山保育園の消火器
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北名古屋衛生組合の「鴨田エコパーク」と「藤岡最終処分場」を視察し、
し尿処理施設と一般廃棄物最終処分場の現状や課題について調査を行った。

令和8年4月28日　福祉建設委員会

衛生組合の現状と課題を調査

し尿処理施設や最終処分場は、一度整備
すると長期間にわたり維持管理が必要とな
る重要な社会基盤である。福祉建設委員会
では今後も、施設の維持管理や財政負担の
見通し、組合解散を含めた運営体制などに
ついて注視し、町民の皆さまに分かりやす
く情報をお伝えするとともに、必要な提言
を行っていく。

むすび

主な調査内容

❸組合運営の課題
組合では将来的な職員減少を見据え、
省力化を進めている。しかし、今後の費
用負担や施設管理、財産処理など、協議
すべき事項が多い。

❷藤岡最終処分場
焼却灰などを埋立処分する施設で、現
在の埋立率は約64％。現状では今後約
13年間利用可能とされている。
一方で、埋立終了後も水質監視や維持
管理が長期間必要となるため、継続的な
財政負担が発生する。また、新たな最終
処分場の整備は困難であり、ごみ減量や
広域連携による延命が重要である。

❶鴨田エコパーク
し尿と浄化槽汚泥を処理する施設であ
り、現在は汚泥由来の堆肥「鴨田コンポ
スト」を製造し、住民へ無料配布している。
施設設備の老朽化が進む中、修繕によ
る延命が図られているが、下水道接続後
も汚泥受け入れ施設として存続する見込
みであり、将来的な維持管理費が課題と
なっている。
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令和８年４月１日に実施された組織改編について所管事項調査を実施した。
今回の組織改編については、議会への説明が実施直前であったこと、改編の
考え方や効果、総合計画との関係などを調査した。

あいち防災パートナー（株）との特定事業契約が
締結した。第１期消防学校エリアと今後締結予定
の第２期防災公園エリアについて説明を受けた。
消防学校エリアは、教育棟・救助訓練棟・複合訓

練施設などが建設され、高度な消火技術を錬成で
きる訓練が実施される。

人事秘書課の新設、デジタル化推進室と防災拠点推進室の再編、
出向・派遣人員の配置などについて質疑を行った。

令和8年4月27日　総務文教委員会

組織改編時は、より丁寧な説明を

令和8年3月19日　基幹的広域防災拠点等特別委員会

消防学校の進捗状況は

❸社会福祉協議会やシルバー人材センターなどへの派遣について
も、その目的や考え方について質疑した。

❷ＤＸ推進体制や防災拠点推進室については、設置時には推進の
ために必要と説明されていた経緯があることから、今回の再編と
の関係について質疑した。

❹当局からは、今後は組織改編などの重要事項について、議会に
対し事前に説明を行っていくとの考えが示された。

❶人事秘書課については「町長公約の具現化」や「直接指示」を
設置目的としていることから、総合計画との関係や組織運営への
影響について質疑した。

主な調査内容

むすび
委員会としては、一定の説明は受けたものの、組織改編の考え方や効果、総合計画と
の関係などについては、なお十分な整理や説明が必要であると考える。
今後も、住民や議会に分かりやすく説明されるよう求めた。

会議録は
コチラから

会議録は
コチラから
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NPO 法人｠東海つばめ学習会｠豊山教室
教室長　伊奈 久美香さん

中学生の頃に出会った同級生がきっかけです。「自分らしく輝ける
場を作りたい」という思いが生まれ、現在の教室の立ち上げにつな
がっています。

子どもたちと同じ世界観を共有できたときです。子どもの「めんどく
さい」「勉強嫌だ」という思いに触れ、一緒に向き合えたときが一番
うれしいです。

自分らしく輝き、自分の良さや個性を大切にして、自分自身を認めら
れる子どもが増えてほしいです。お互いの違いを認め合い、笑顔で
過ごせる地域になればうれしいです。

町のホームページ
https://www.town.toyoyama.lg.jp/
chosei/gikai/index.html

・定例会（初日）　・一般質問
・議案質疑（3月のみ）　・定例会（最終日） 豊山町議会

【公式】
チャンネル

議会のインターネット中継がいつでも視聴できます

ご覧いただけます

インターネット
中継はコチラから

会議録は
コチラから会議録がご覧いただけます

これまで、子ども議会や模擬議会、
中学生との懇談会で、たくさんの質問
や意見をいただきました。

今回は皆さんの声の「その後」を特集しています。実現したもの
もあれば、実現が難しかったものもありますが、一つひとつの声を
大切に受け止めながら、これからもまちづくりを進めていきます。
今年は８月にリニューアルした「みらい議会」１１月には議会と
して初めて「住民懇談会」を開催します。
ぜひ皆さんの声をお聞かせください。 作野　桂子

編 集 後 記
寄付行為の禁止広報編集委員

委  員 長
副委員長
委　　員

岩村 みゆき
岡島 政信
岡島 剛
作野 桂子
岩下 竜也

開始時間は午前９時30分から
（最終日は午後１時30分から）です。
議事の都合により、日程が変更になる
場合があります。

次回定例会
の予定

9月  8月31日（月） 開会・議案説明 9日（水）  福祉建設委員会　総務文教委員会
 9月  7日（月） 一般質問 10日（木）  予算決算特別委員会
 8日（火） 議案質疑 11日（金）  予算決算特別委員会
   15日（火）  討論・採決・閉会

議員はお祭りへの寄付
や町内会の催しものへ差
し入れすることを禁止さ
れています。
有権者が求めてもいけ

ません。
ご理解をお願いします。

ままちちびびとと  みみっっけけ！！
自分らしく輝ける場を自分らしく輝ける場を

令和 6 年 11 月に無料塾を立ち上げました。
もうすぐ 2 年を迎えます！

活動を始めたきっかけは？活動を始めたきっかけは？

豊山町の子どもたちに、どのように育ってほしいですか？豊山町の子どもたちに、どのように育ってほしいですか？

活動を続ける中で、一番うれしかったことは？活動を続ける中で、一番うれしかったことは？

令和8年８月１日
■発行／豊山町議会　 ■編集／広報編集委員会
〒480-0292 愛知県西春日井郡豊山町大字豊場字新栄260　TEL.0568-28-6004　 FAX.0568-29-3152
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